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第 2 章では. 2 次精度の流体粒子法による流体方程式の解法の開発について述べ，この解法の安定性
及び精度等をテストランにより示し，スキームの確立を行っている。その結果多次元流体方程式を空間
グリッド幅について 2 次の精度で.fiつ安定に解くことができるようになった成果を示している。


























(1) まず慣性核融合における多次元数値シミュレーションの重要性を示し. 2 次精度の流体粒子法によ
る流体方程式の解法の開発結果を明らかにし，その安定性及び精度等をテストランにより検証してい
る口
(2) 流体粒子法を用いた多次元電磁流体粒子コードに用いられる基礎方程式およびいろいろの物理現象
のモデルを与え，その解法を明らかにしている。
(3) 完成したシミュレーションコードを用いた爆縮の一様性に関する現象の解析結果について述べると
ともに，爆縮の一様性に関係の深いアプレーション加速下でのレーリーテーラー不安定の成長，幾何
学的収縮効果による不安定性及び爆縮速度不均ーと利得等との関係についての定量的解析をおこない，
効率よい爆縮を行うための爆縮速度に対する必要条件等を示している。
(4) プラズマ中に発生する磁場の挙動とそれが熱輸送iζ及ぼす影響について調べ，磁場の役割の重要性
を指摘し，ネルンス卜効果についてその物理的意味を明らかにしている。以上のように本論文は慣性
核融合の研究IC極めて有効な研究手段を与え，プラズマ工学の分野に寄与するところ大である。よっ
て本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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